
地球惑星科学関連学会
連絡会ニュース

NO.30 

(2004年 7月)

[1] 2004年合同大会を終えて
[2] 2005年合同大会のお知らせ
[3] 大学入試センタ一試験に関する要望書について
[4] 2004 年度地球惑星科学関連学会連絡会( 拡大会議)

議事録( 案)
[5] 連携のあり方に関する検討ワーキンググループ第1

国会合報告
[6] アジア・大洋州地球科学会( A O G S  )第 1 回年会が

開催されました

2∞4 年合同大会は成功裡に終わりました。本号はその報告と来
年の合同大会の予定をお伝えします。また、地球惑星科学関連学会
の連名で出された大学入試センター試験「地学」出題方式に関する
婆望書について、これまでの経緯と現在の状況をお知らせします。
さらに拡大連絡会の議事録( 薬) や各学会の連携のあり方に関する
検討W G第 1回会合の報告、 AOGS第 1回年会の報告も掲載し、
盛りだくさんの内容となっています。

[1] 2 0 0 4年合同大会を終えて
1. 総括

2∞4年合同大会実行委員長 平原和朗
2004年地球惑星科学関連学会合同大会は、会期を昨年の4日
から5日間に広げ、昨年を上回る、 2900名の参加のもと、 2021件
の発表があり、活発な謡命が繰り広げられました。参加された皆様
及び関連学会の方々 に厚くお礼申し上げます。
昨年の合同大会1ま会場を代々 木の箇立オリンピック記念青少年総
合センターから幕張メッセ国際会議場に移して初めての年だったこ
ともあり、何か落ち着かない思いをしたものですが、今年の合同大
会は、 2年目と言うこともありやや会場にもなじんできたような気が
します。
個人的には、大会実行委員長になったこともあり、初めて大会初
日の最初のセッションからから最後の日のセッションまで参加しまし
た。自慢日に始まった、最初のセッションlま、特別公開セッション「新
しい地学教育の試み一地球惑星科学から「高校地学」ヘー」でした。
次代を見据えた「地学教育」を考えることは、本合同大会の一つの
柱でもありますが、 2003年に開催された特別公開セッションに引き

続き、 2004年合同大会では、特に履修者数の減少という形でもっ
とも顕著に問題が表面化している「高校地学Jについて、現場の教育
者と研究者の聞で熱心な議論が繰り広げられました。
この特別公開セッションを皮切りIこ、各会場で熱い議論が交わさ
れ、会場に入りきれず、通路に人が溢れている会場がかなり見受け
られました。会場の確保等、困難な問題もあるとは思いますが、来
年の合間大会では、各会場の競撲と参加人数をなんとかうま〈翻整
する必要があるように思います。また、初めての試みとして、地球惑
星科学関連21世紀 C O E プログラムを紹介する公開ブースを設け
ましたが、各ブースでは、多くの研究者が立ち止まり、熱心な議論が
起こっていたように感じます。
日本の科学学帯育を取り巻く大きな変動の嵐の中で、本合同大会
Iま、「地球惑星科学」の研究交流の場として、また情報発信の場とし
て、今後ともますます重要な意味を持ってくると思います。今後とも、
一人でも多くの皆様に、引き続き積極的な御参加をお願いし、お礼
の挨拶と代えさせて頂きます。

[ 大会概要]
会期: 2∞4年5月9 日(日)・13日(木)
会場; 千葉幕張メッセ国際会議場

・共催・協賛学会数 20学会
・後援問体 39団体
・参加者数2953名
事前参加登録者数 1975名
(一般 1209名、学生495名、一日券 271名)

当日参加登録者数 729名
(一般213名、学生 184名、一日券 332名)

見浮学部生 216名、シニア(70歳以上)33名
・論文投稿数2021件
・セッション数 87 件(ユニオン:2、レギュラー:59、スペシャル:
25、特別公開:1 )

・会場数 12
・アルバイト延べ 184名 地元ボランティア延べ 26名
・団体展示 20団体(20ブース)

COB:京都大学 COB:東京大学
COE:東北大学 COE:名古屋大学
アダムネット側 応用地震側/ 応用地震計混11側
海洋研究開発機械国体臨戦涜合フロンティア研究システム
海洋研究開発機構地球深部牒査セント
核燃料サイウル開発機備東灘師ヰ学セント
関西地震観測研究協議会 京都大学生存研究所
側近富十ンステム 国土交通省国土地理院
産業技術総合研究所地開櫨総合センター
情報車億総合研究所宇宙天気分野
t酔蹴盈信総合研究所地球環境計; 買11分野
側蛸求科学総合研究所 日本ヒラ，':1.7)レニューメリウッス側
白山工業側 側レツチヱ
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- 書籍・出版団体展示 12団体(14ブース)
側朝倉書底 インフォトレーダー欄
(樹海猫屋 エルゼビア・ジャパン側
海洋出版制 共立出版( 側
古今事境 欄テラハウス
テラパブ 樹) 東京大学出版会
日本地質学会
ユナイテッド，パフリッシャーズ・サービス社

. 会合 49会合
・取材プレス数 26:t土

2. 企画局報告
2004年担当責任者大村善治

昨年に引き続き今年も、「団体展示Jの企画・広報、関連団体へ合
同大会「後援」を依頼、及びプログラム局と連携してユニオンセッショ
ンの企薗・開催のサポートを行った。さらに昨年に引き続き「特別公
開セッション」として地学教育問題を取り上げて、一般、特に小中高
の先生方の参加を呼びかけ、合同大会を盛り上げるべく諸活動を行
った。
・後援
3年目を迎える企画で、大会の裾野を広げ、より充実し確固たる大
会への発展を目的としている。「後援J依頼の内容は、d池済的負担
Iま求めない。笹浅愛媛者としてポスター・プログラム・ホームページ!こ
団体名の記載。③( 可能な限りで) 図体展示への出展僻弘の3点で
ある。地球惑星科学関連の機関への依額の他に、 2004年大会では
地学教育について特別公開セッションを開催するために、教育関係
者の参加をより多く得られるよう、文部科学省へも後緩の慨買をした。
結果、 39団体より悌若をf尋ることができた。これは昨年より 7団体も
多く、合同大会が関連団体へ広く受け入れられたと半I j 断できる。
[ 主なスケジュール]
03/1ω月 僻銑リスト作成、糊措項作成、
10月 募集・勧誘開始、案内 D M発送

11・12月 後援団体決定
04101月 ホームページにて後援団体公開

(以降j順次、ポスター・大会プログラム等へ掲載)
[ 後援団体一覧]
文部科学省、日本学術会議、
国土交通省海上保安庁海洋情報部、国土交通省国土地3里院、
気動宇気象研究所、 気動守地磁気観測所、
文部科学省高エネルギー加灘署研究機構、
文部科学省国立榔也研究所、 文部科学省国立天文台、
文部科学省統計都墨研究所、 北海道立地質研究所、
(独) 宇宙航窓研究開発機構、 (独)海洋研究開発機構、
(独)建築研究所、 (独)国立科学博物館、
(独)国立環境研究所、 (独)産業技術総合研究所、
(独)情報通信研究機構、 (独)土木研究所、
( 独) 石油天然ガス・金属鉱物資源機構、
{独)農業エ学研究所、 (独)物質・材料研究機構、
( 独) 防災科学技術研究所、 (独) 北海道開発土木研究所、
被燃料サイクル開発機構来駕地科学センター、

国立教育政策研究所、
(財) 宇宙環境利用推進センター、 (財)電力中央研究所、
(財)資源'環境観現I牌析センター、 (財)日制也図センター、
( 財) 資源探蜜用観測システム研究開発機構、
( 財) 地震予知総合研究振興会、 (財)深田地質研究所、
( 財) 地球料学技術総会推進機構、
( 社) 全国地開司査業協会連合会、 (社)日本測量協会、
( 社) 東京都地質調査業協会、 (社) 日本分析機器工業会、
( 社) 日本建設機械化協会

- 団体展示
大会開催中、全期間を通じて利用できる展示ブースで、この研究
分野にまつわる包括的情報発信の場を目指している。出展数は 20
団体 20ブースであった。前回同様、会場のメイン卸の中央ロビー
で開催できたため、多くの人を集めることができた。また展示スペー
スの一角に地時惑星科学関連の“21 世紀. cOE.プログラム" に関す
るブースを設け、より充実した展示内容を参加者に提供することが
できた。
[ 主なスケジュール]
03/10月 会場決定、募集要項作成、募集対象絞込み開始
11月 募集・勧誘開始、案内 D M発送
12 .Fl 応募一次締切、調襲、追加募集

04-02月 最終締切、出展者決定、出展要綱配布
04月 会場準備手配( 総務局) へ

[ 出展者一覧 I
C O E 2 1 京都大学、 C O E 2 1 東京大学、
C O E 2 1 東北大学、 C O E 2 1 名古屋大学、
アダムネット側、 応用地質脚応用地震計測側、
海洋研究開発機構関伽邸羽涜合フロンティア研究システム、
海洋研究開発機構地球深部牒査セント、
核脚ヰサイ仙開発機構来濃地科学セント、
関西地震勧買|朋究協議会、 京都大学生存関研究所、
側近計システム、 国土交通省国土地理院、
産業技術総合研究所地質調査総合センター、
棉樋億総合研野斤宇宙天気分野、
情報通信総合研究所地球環境計測分野、
側地Eま科学総合研究所、
白山工業側、 側レッチエ

- 特別公開セッション
「新しい地学教育の試み一地球惑星科学から「高校地学」へー」

5月9日(月 )9:∞-16:00 ( 以下論調順)
• W火山現象の理解に向けてーモデル実験の効用J

林信太郎( 秋田大学教育文化学部)
匪 WGPSで見る地殻変動とプレートの動き』

松本調IJ(琉球大相審判s)
• w惑星科学の新展開は「すばる」から』

鈴木文二( 埼玉・三郷工業技術高校)
• W太陽・地球系の新しい視点一変動する太陽環境の中の地王制

中井仁( 大阪府立茨木高等学校)
• W地学教材の特性と開発の視点』

林慶一( 甲南大明星工学部也学研究室)
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• Wf高校地学Jの再編成と，他の理科科医では得られない独自
性について』

中井蟻美( 大東文化大学)
• Wf王殿ヰ総合B実習械を作成してJ一地学の生き残りを賭けて』

芝川明義( 大阪府立狭山高等学校)
• W'モデルを意織した地学教材，と〈に地震分里到

岡本義雄( 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎)

子供たちのfl罫靖量れJ、特に高等学校での地学履修者の減少lま、
憂えるべき現状にあり、「地学はその学問分野が多岐にわたるため、
関係者閣の情報交換が不足しているJという多くの貨が鯛かれる。こ
の為、前大会では「教育者と研究者が一堂に会して、地学教育の現
状について共通理解を深め、 21 世紀に求められる地学教育の在り
方を議論する機会の提供Jを目的とし、大会初日に特別公開セッショ
ンとして「地学教育の昨日・今日・明日一地球惑星科学Iま理科・地
学離れを救えるか? J僻称:f!也学教育の展望J)を開催した。この特
別公開セッシヨンおよびレギュラーセッション「地学教育」は一般にも
聴講が開放され，平日開催にもかかわらず延べ約 250人の参加を
得ることができた。これを受けて、今大会では、昨年浮き彫りとなっ
た問題点のうち、履修者数の減少という形でもっとも顕著に問題が
表面化している高校「地学」について、「新しい地学教育の試み一地
球惑星科学から「高校地学」へーJと題した特別公開セッションを昨
年同様大会初日に開催した。また今大会では研究者と教育者が共
に考える機会を提供する事を目的に、小中高校の学校教員の方も
参加しやすいよう大会初日を日曜日に設定するとともに、事前に希
望者へ出張依頼書を発行及び文部科学省や教育委員会の後援を受
けるなどの、より参加しやすい環境作りにも配慮した。ぼlぎ1 日か
けての長時間のセッションにもかかわらず、一般からの参加者 97
名俸前申込 47 名，当日申込 50 名) に大会参加者を加え、延べ約
3∞名で、多くの参加者を得ることができた。
参加者は研究者だけでなく、小中高の教育1見場の先生、教育機関
担当者、文部科学省担当者、教材業者の方々などが、講演に熱心
に耳割頃け鵠命できたことは、大変意義があったと尉つれる。
2∞3 年大会で大変好評だった公開企画の講演資料! こついては、
今大会でも特別に予算をとった。コンビ- ナや、寄稿者には多大な労
力負担があったが、巻E肋ラー8頁を含め総頁98頁からなる立派な
冊子を製本することができた。この冊子は公開セッション会場だけ
でなく、受付などに置き、自由に持ち帰えってもらった。 1αF日以上配
布できたので、大会参加者の約半数がこの冊子を持ち帰った計算
になる。本セッションの目的でもある「地学教育の現状」の共通理解
を深めるための、広報媒体として一役貰ったと思われる。

- 広報舌動
①ポスター作成・配布: 昨年行ったデザインの公募において、
2的 3 大会及び制)4 大会のポスターデザインが選定されていた
為、今大会lま印刷枚数を 50笥祉普刷しA 2サイズ 4∞部で作成し
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た。配布先は、関連専攻のある大学・研究機関(163)、地学関係教
員養成課程のある大学(52)、教育センター・研究所等ω粉、博物
館(12)等へである。ポスターは大会及び特別公開セッションへの
参加を呼びかけをる肉容になっている。
②大会ロゴマークの→E公募: 大会HPIこて合同大会のロゴマ
ークを募集した。 40作品を超える応募作品より選定したロゴマー
クは大会旗、大会印刷物などに使用された。尚、このロゴマーク
!ま JEPS (Joint Meeting for Earth and Planetary Scienoo)の4
文字をベースにして作られている。
③マスコミ広告: 開催地千葉県の支緩団体千葉コンベンション
ビューローより千葉県における広報活動の協力(JR車問蹄タウン
紙への掲載4月.5月、千葉町1 )があった。
④当日の取棉E者への対応、: 基本的に前大会通りで、「取材方
法指示書」を準備して、 lF 受付カウンターで記名、プレス用名札
着用の上入場してもらった。来場は 26社であった。

- 合同大会15周年記念パーティ・懇親会
1990年から始まった合同大会の第15図を記念して、 5月12日
19時一，21時に会場一階レストランにて懇親会を開催した。各学会
の代表・役員をはじめ大会参加者の中から100名余りの参加者が
あり、お互いの交流と親躍を深めることが出来た。

- 今後の課題
・来年度における合同大会でのセッション区分( 特別公開セッション、
ユニオンセッション) の検討
- 大学入試センタ一試験「漫科」グループ分けに関する要望書( 案)
の作成、検討、申請
・21世紀 C O Eプログラムを含めた団体展示ブースの更なる充実
性

E 特別公開セッションの開催を機に発足したfi也学教育」委員会のメ
ーリングリスト運用について、より意義ある委員会にすべ〈、運営
機構のサポート要請
- 効果的な広報活動を目指し広報先、活動時期、方法などを再検討

3. プログラム局報告
2∞4年プログラム委員長吉回尚弘

2∞4年大会はセッション数87(特別公開セッションを含む。 1コマ
1時間半のコマ数にして2∞) 、総投稿数却21(オーラル 1166、ポス
ター855)で、R氾Gと隣接していた2∞3年大会と比べると当然多く、
ほぼ過去数年並みの鏡様でした。幕張メッセでの開催が2年自であ
ったことと、会期が1日延びて5日間となったこともあって、皆様、大
分慣れていらしたと思います。セッションコンピーナ一、プログラム
委員、そして大会に参加された皆様のご協力に厚〈おキしを申し上げ
ます。
2∞4年大会Iま過去 3年の大会を踏襲し、セッション区分としてレ



ギ斗ラ一、スペシャル、ユニオンの 3つを設けました。ユニオンセッ ません。そのために、投稿システムの再構築も視野に入れて、再度
ションは今回は公募のみとし、「固体地球、表層環境、生命の共進 システム運営業者の選択から行うことにしました。合同大会に web
化」とr21世紀の宇宙利用と新しい科学への発展一宇宙生存圏科学 投稿システムを導入した5年前と比べると、現在ではこのような学会
の創成にむけてー」の2つを採択・開催致しました。また、昨年同様、 の web按議システム割前業者は数多くあり、様々な観点からシス
「新しい地学教育の試みー地球惑星科学を科学として教えるために テムの検討を行うことが出来ました。結果として、これまでと問嫌に
-Jを特別公開セッションとして開催いたしました。レギュラー化を希 J C O M Iこweb技満システムの運用を委託することになりましたが、
望されたセッションについては、過去の実績に基づいてプログラム 今年度Iま心配されていたシステムダウンもなく安定した運用という
委員会で検討・決定致しました。レギュラーセッションには( 単、複 観点からは、 web 投稿システムの選定は正しかったと考えておりま
数) 学会提案のほかに、研究グループ提案のものも増え、その提案 す。しかしながら、合同大会の情報を通知するためのメールが不透
母体が分かりにくくなってきましたので、この点を野里し、プログラ となった部局が存在するなど運用にあたっていくつかの問題も発生
ム委員会で情報を共有するように致しました。 し、来年度以降もシステムの改善を継続していく必要があることが
投繍システムにつきましては、昨年、締切間際にアクセスが集中 分かりました。
し、システムが反応しなくなる事態が起きたことを教訓にして、情報 今年度の web投稿システムでは、投3酎ヰ及び参加料をクレジット
局と協力し、改善を図りまして、本年は無事大きなトラブルなくでき カード拠済とするという大きな変更を行い、クレジットカード乱溌のシ
たと考えております。また、昨年に比べると2週間以上会期が早まり ステムについてもJ C O M Iこ新たな開発を委託しました。 webでのク
ましたが、年明けからの投稿受付といたしました関係上、閣議期間 レジットカード偽済はセキュリティlこついて利用者の皆様にも懸念が
が短縮されました。最も多問時期であることもあり、設繍数の減少 あるかとは思いますが、乱費はクレジツトカード会社の専用のペー
や締切間際の投稿が懸念されましたが、投稿期間の広報などに努 ジを使うなどにより、運営機樹KI1にはクレジットカードの情報が残ら
めたことと、投稿された皆憾のご助力で大きな問題は起きませんで ないようにするなど細心の注意を払いました。システムの運用につ
した。来年の大会でもより良い投稿期間を検討したいと思います。 いては、大きな問題は発生しなかったと考えており、来年度以降もク
プログラム編成につきましては、過去数年の大会の方式を踏襲する レジットカード乱済で行うことが可能となったと思われます。クレジッ
方針で磁みました。会場が昨年から幕張メツセ国際会議場となり、大 トカード為済の運用方法については事務局や財務局との調整の上
会期聞が4日から5日にもどったことで少し変更を行いました。昨年 行ってきたわけですが、初年度ということもあり支払期限など運用に
オーラル発表数が制限されていた点が若干緩和されました。もちろ ついては来年度以闘聴が必袈な部分もあり、それに伴ってシステ
ん、全てのコマ数とオーラル発表のご要望にはお答えできませんで ムの変更なども継続して行うことが必獲でしょう。
したが、この点につきましてセッシヨンコンビーナー及び投稿者の皆 合同大会の web による投稿及びプログラムの管理システムは、
様のご1星解・ご協力に感謝致します。 現在のような規模の合同大会になるまでに様々な改良を施され、 1ま
また、2∞3 年大会ではポスターの掲示時間を朝から夕方のコア ぽ安定的な運用が可能となってきました。今後は、この資産を活用
タイムまでとして最終日にもコアタイムを設けましたが、 2∞4 年大 して合同大会以外の学会運営システムへの利用なども考えられる
会は気治2 年と同様に掲示時間を昼から翌日の昼とし、最終日にコ かと思います。合同大会参加各学会の皆様も合同大会の web投稿
アタイムを設けませんでした。これに伴って、財務局と協力して1日 システムにご関心のある際には情報局まで是非ご連絡いただけま
券を2 4時間券に変更いたしました。日曜日の開始日と最終日の発 すようお願いいたします。
表者の方々にとって不利益にならないように、セγンョン数lま5 日間
で均等になるように工夫致しましたが、東京近郊以外の参加者の 5. 財務局報告
方にはご不便をおかけし1ました。この点につきましでも、参加者の 2(ゆ4年担当責任者中村正人( 宇宙研)
皆様のご理解に感謝致します。 2∞5年大会も今回の経験を基にし 富11責任者高橋泰宏( 東北大)
て、他局と協力し、よりよい大会の頚賠図りたいと考えております。 2 0 0 4大会の収支は以下の表に示したとおりである。 6月末で今
今後も皆様のごE艶草とご協力割耳卒よろしくお願い申し上げます。 年度の会計を閉めた後、正式な収支報告を監査委員に提出し、結果

4. 情報局報告
2∞4年担当責任者坪井誠司

を連絡会にてご報告いただく予定である。
なお、今年度導入したクレジッ卜渉揖に伴い、支払いプロセスに混
乱をきたした事は財務局として遺憾とするところである。来年度は、

今年度は、昨年度の情報局長からの引き継ぎ事項として web 投 責任を持って抜本的な集金方法の見直しを行うので、今年度の不手
稿システムの安定稼働ということがありました。昨年度のような投稿 際はご容赦いただきたい。
締め切り直前でのシステムダウンという事態は利用者の皆様に多 決算は投稿料、参加費、団体展示出展費など、 6 / 3 0までに来
大なご迷惑をかけることになり、繰り返すようなことがあってはなり 払いの分が正しく払い込まれることを見込んでいる。現状ではまだ
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163万円余りが未払いとなっており、来払いの機関、個人に置かれ
ては苦華やかなる入金をお願いしたい。
昨年までは6 / 3 0で完全に会計を繍めたが、今年度からはその
年度の仕事にかかわる収支を会て当該年度決算に含む形とする。
以下の決算書で2003年度大会朱間収金という項目カ増在するの
は、この過渡期間だからである。

地球惑星科学関連学会2 0 0 4年合同大会決算

今回の大会からJ C O Mの運営への関与を縮小し、プログラム開
発及び運用に限って行ってもらうことにした。J C O Mが行ってきた仕
事は、運営機構耳障務局で負担することとし、この為、事務局を3人か
ら4人の体制へ変更し、事務局の備品を拡充した。また、集金方法と
してクレジットカード決済に踏み切り、このための新たなプログラム
開発が必要となった。これらの作業に附経費働日分が約315万円
あった。また、大会を4日から5日開催に変更したために、会場費の
i甑駒t約197万円見込まれた。従って、去年までと問機の運営を行
えば当初から約512万円の赤字( 収入における積立金取り崩し、予
算の項を多照) が予想されていた。これは現在運営機構に積み立て
られている1450万円から見れば許容範闘では有ったが、何年も続
けられる状態では無かった。
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この事態を改善すベ〈、各局、特に事務局の協力を得て財務局と この点を改善する為に、 2006年度財務局としては事務局人件費
して最善を尽くした。各学会へ合間大会へのさらなる参加の勧誘を の予算を現在の800万円から、まず来年度は1100万円程度に増
依頼し、この結果336万円の投稿料、参加費の増加があった。また 額したい。( それ以降は、その効果を見極めてから考えたい。) これ
団体展示ブースの販売の拡充、昨年度回収できていなかった参加 は事務局長賃金単位時間単価の増額および人材の補強( 期間限定
費などを徴収する努力により、全体の収入は約616万円増加した。 の人材詰献量) を含む。この300万円を捻出する為にlま、更なる支出
支出は、事務の合理化を含む細かな切り詰めを各項目に渡って行 の合理化( 業務委託費の縮小など) を推し進めていく所存である。さ
った結果、i猷日を約50万円に押さえる事が出来た。これらを総計す らに、参加者を増やす努力を続けたい。皆様方のご理解とご協力を
れば収支lま66万円の黒字( 与当初予定された赤字( 口512万円) + 心から願うものである。
収入増加(616万円) 口支出増湘(50万円) ) となった( 支出における
2005年度繰越金、決算の項を参照) 。合同大会の運営方向を変更
する過渡期であるという緊急事態であったにもかかわらず、 iまiま収

6目続可事局報告
2∞4年担当責任者岩上直幹

支がつり合う結果( 黒字額は今年度に動いた金額の約1 % )となった 昨年同様、会場関係には大きなトラブルは無く、昨年示されたメツ
のは、ひとえに参加者の方々の協力が有ったからである。ここに厚 セの( 代々木と比べた) 使い勝手の良さは再確諮れたといえる。た
くお礼を申し上げたい。運営機構の財政状態は今も主催各学会に負 だし、潜在的な会場容量の小ささは顕在化しつつあり、人のあふれ
担を求める必要が無い健全な状態と言って構わないと思う。 た会場が多くみられた。入口付近の椅子を減らし、人の進入路を拡
ここで少し合同大会の財務状況について考察してみたい。現在、 げたことは一応の効果があり、昨年のような栂端な「入口詰りJは少
合同大会lま正式参加費を12.000円頂いて運営している。この金 なかったが、来年はさらに梼子を減らすほうがよいように思われる。
額はアメリカの同種の大会であるAGU($360)、ヨーロッパのE G 昨年、「暑い・臭い」と不評だったポスター会場も、今年は先手を打
Uい230)の参加費の約1 / 4 - 1 / 3である。A G U、EGUIこ較べ って、換気・冷房を強化したこともあり、苦情は少なかった。例年お
ても会場、運営などで決して見劣りしない合同大会をこの参加費で なじみのP Cプロジェクタ一関係のトラブルでは、 6割が今年導入し
行うことが出来る理由が二つある。 たセレクタ一関係だった。しかし、これは経験の蓄積効果により、来
一つは、運営機構が極めて意欲的かつボランタリーな少数の研 年Iま少なくなるだろう。その他ではソニ-VAIOの解像度トラブルが
究者によって指導されているからである。業者に全ての事新慨を 多かった。昨年に続いて必要になってしまったのが、クレーマ一
委託した場合、業者は幾つかの可育断定のあるケースを検討し、それ ( 理不尽な苦情・要求をしつこくしてくる個人) 対応だが、これは臨機
を主催者側に提示して、その中から適当と息われるものを選ぶとい 応変しかないか・~
うプロセスを踏む。この“幾っか検討する" ところに費用が発生する。
しかるに、運営機構ではその手聞を省き、運営機構各局の責任者
が様々な分岐点で“経験に基づいて" 決断を下しているところに、遼

*  2∞5年大会に向けて総務局からの呼びかけ*
営を出車かつ安価に行える理由がある。これは、合同大会運営上 1 合同大会はボランティアで成り立っています。あなたが主役、あな
の良い側面である。 11 たが裏方です。世のため科学のため合同大会のために働く人を募
ここで、参加費を欧米の半額以下に抑えている運営機織のもう- 11 ります白
つのマイナスの側面も明らかにしなければならない。 5年前まで、
運営機構が設立される以前には、各大学が持ち回りで合同大会のL
o cを勤めてきた。これは、各大学の研究者が自らを犠牲にして行 [2] 2005年合同大会のお知らせ
って〈ださったもので、この為に人件費は発生しなかった。その代わ 1. 概要
り、一年限りという事でやってきた訳である。今でも各学会の秋の年 22日(日)・26日(木)
会はこの方式で開催されており、会場も大学その他公共施設を利用 ・会場: 幕張メッセ国際会議場
することにより、安い費用で行うことが可能なのである。 ・費用品稿料、参加費
事情は異なり、現在、合同大会1;):4名で構成される事務局が、ほ 基本的に2∞4年大会に準ずる。見学学部生、 70歳以上鮒恥
とんどの業務を行うシステムであり、その労働は参加者の皆さんが ・各種登録開始・締切日( 予定)
考える以上に過酷なものとなっている。研究者がボランティアで行う 講演投稿 開始:2α)5年 1月 11日(火)
一年限りの仕事であれば、それこそ鮒告でこの労働を行うことも、あ 締切:2∞5年 2月21 日(月)
るいは可能であろうが、運営機構事務局は恒久的な組織である。そ
こで働いている方々の生活の糧となるだけの十分な対価が支払わ
れなければならない。
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2. rセッション提案Jのお知らせ
2∞5年大会プログラム委員長 篠原育

2∞5年大会プログラム委員長を務めることになりましたJ広 A 宇
宙科学研究本部の篠原育と申します。合同学会の運営については
わからないことばかりですが、潤滑寸必軍営を目指したいと思μます
ので、どうぞよろしくお願い致します。過去の大会漣営のご苦労から、
セッション区分やプログラム編成スケジュールはほぼ国まっており
ますし、2∞3年度からは会場を朝長メッセに移したことによって、よ
り適切な運営が可能になっていますので、2∞6 年度も基本的には
これまでの蓄積を活かして運営を進めたいと考えます。これに加え、
皆様からの新たなご提案やご議論を重ねていただくことによって、
益々 充実した合同大会にできればと思μます。
【1]プログラム委員会の構成と役割
プログラム委員会についてご説明致します。
(1) プログラム委員会は、各共催学会選出の委員と運営機構プ
ログラム局員から構成されます。
(2) プログラム委員会は、提案されたセッションの採択、プログ
ラム日程案の作成を行います( 具体的なスケジュールIま後
述)。
(3) プログラム委員会は、 (2)の作業を行いますが、最終的な全
体調整はプログラム局幹事会( 後述) が中立的な立場から責任
を持って行います。
運営機構プログラム局員と学会選出プログラム委員は兼任可能
ですが、プログラム局幹事会は中立的な立場を保つため、兼任は
不可です。プログラム委員、プログラム局員のリストは
怜tp:!/www.epsujp/ でご覧になれます。
プログラム局幹事会は、2叩 5 年プログラム委員長、前年度・次年
度のプログラム委員長に分野のバランスを考えた数名の幹事を加
えて構成します。

大会担当)、篠原育(宇宙研、 2∞5年大会担当)、北和之(茨城大・理、
2瓜お年大会担当) 、小野高幸( 東北大・理) 、岩森光( 東大・混入原震

基にプログラム委員会で検討させていただきます。また、事欣慰参加
の学会に対しては、レギュラーセッシヨンをご提案頂く、もしくは合同
大会への劉醸績を重ねたよでレギュラー化をご様サいただくなど
の対応を考えております。
[  Sセッション]
旬の研究テーマを学会横断的に謡命するセッションとして、これま
で同様に一般から公募します。
[  U セッション]
全学会に関係する話題を取り上げるセッションです。運営機構提
案や公募などによって、 2∞2年は 3セッション、 2∞3年!ま 1セッシ
ヨン、 2∞4年は 2セッションを 1日ずつ行いました。 2∞5年大会も
同様な方針を考えますので、皆さまからの積極的なご提案をお待ち
しております。

【3] 2∞5年大会プログラム編成スケジュール( 案)
2∞5年大会のプログラム編成日程案を以下に示します。
8月初旬 プログラム委員会再編開始
9月初旬 R セッション決定( レギュラー化を希望されたセ

ッションの検討を含む)
9月初旬~ U/Sセッション公募開始
10月下旬 U セッション決定
11月初旬 Sセッション公募締切
11月中旬 Sセッション採択

1月11日 投稿受付開始
2月11日 早期締切
2月21日 投稿締切
2  Fl 22日~ セッション日程、プログラム編成
3月15日 投稿者へ日程時間書1踊知
3月15日~ プログラム最終調整
3月18日 プログラム編成終了
5月22日 2∞5年大会

彦(建築研)の6名です。プログラム編成に関する検討事項はプログ 上記のセツ‘ンョン区分業、プログラム編成スケジューJレ案などはプ
ラム局幹事会で築を立て、プログラム委員会で検討激します。 ログラム委員会で糊礼、決定する予定です。結果につきましては、

プログラム委員および運営機構のウェブサイトを通して、皆様にお
【2]2005年大会のセッション区分( 案) 知らせいたします。 2∞5 年の大会に向けて、どうぞよろしくお願い
2∞5 年大会でもこれまでの大会を踏襲し、R(レギュラー)、 S(ス 致します。
ベシャル)、 U (ユニオン)の 3区分を設けて、プログラム編成樹Tい
ます。
[  R セッシヨン] [3] 大学入試センター試験に関する要望書について
5 年間程度セッション名を関定するレギュラーセッシヨンです。 地球惑星科学関連学会連絡会
2∞1年大会で各学会から操業していただいたセッションの他! こ、レ 幹事会・「地学教育J委員会
ギユラー化を希望され、過去の実績からレギュラー化が適当である 1. r地学教育J委員会による要望書案提案の経緯
とプログラム委員会が判断したセッシヨンがあります。レギュラー化 現行の高等学校学習指導要領は 1田 9年に告示され、 2∞3年度
を希望されるセッシヨン!こついては、 2∞5 年大会でも過去の実績を より施行されている。これを受け、 2∞3年6月に2∞6年度(平成18
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年度) 大学足式センター試験期在方法が発表された。それによると、
理科の実施肉容は以下のようであり、高等学校の教育課程への影
響を懸念する声が、理数系研究者やE郵ヰ教育関係者の聞から持ち
ょがった。

平成 18年(2'αお年) 大学入試センター訊験の「理科」実施内容
出題科目lま「理科総合 AJ、n酔↓総合 BJ. r物理 lJ、「化学む、
「生物 lJ及びrr也学 IJの6科目とし、次のように 3グループ!こ分け、
それぞれのグループにおいて、 1科目を選択解答させる。
グループ①: r物理U 、「地学 IJ
グループ② r暗ヰ総合AJ、「化学む
グループ③: r理科総合 BJ. r生物 lJ

こうした状況において、大学入獄関係機関等へ榔里系化学系・生
物系のいくつかの学会が要望書を提出したとの情報が「地学教育J
委員会に届いたが、地学系の学会からの動きは2∞3年私壊で!こ見
られなかった。そこで、「地学教育」委員会では、z∞4年合同大会特
JJIJ公開セッションの企画とあわせて、大学入試センター試験の出題
方式に関する要望書を取りまとめることを決定した。要望書の趣旨
は、今回の方式では物理と地学を組み合わせて受験ができないと
いう問題を樹高し、自由悦畠み合わせでの受験ができるように改善
を要望することである。また要望書の提出については、合同大会共
催、協賛金 20学会の会長・理事長名連記の形としたいとして、地球
惑星科学開通学会連絡会に提案することを決定した。

2. 連絡会における議論・検酎
2∞4年5月 13日に開催された連絡会( 拡大会議) において、「地
学教育J委員会から要望書提出についての提案がなされた。要望書
の内容についての議論や、他分野( 物理、化学、生物) における対
応状況、提出時期等についての質疑の後、趣旨に賛同する学会の
代表者の連名で提出することが承認された。
これを受けて、日也浮教育」委員会が要望書の原案を作成し、その
内容について各学会において検討がなされた。原案に対して寄せら
れた意見に基づいて修正を行った結果、最終的に共催、協賛金 20
学会からの賛同が得られ、全学会の代表者の連名で『平成 18年度
(2側年度) 以降の大学入試センター試験「地学j出題方式(r輯ヰJ
肉でのグループ分lナ) 1 こ関する要望書』を提出することになった。要
望書の主な内容は以下の通りである。

平成 15年 6 . F lに発表された平成 18年度大学入試センター試験
のr!.!I捌Jの実施方法に対して危恨の念を抱いており、次のような改
変を要望します。
「地学l Jが「物理 lJと同じグループに入れられているため、「地学
IJと「物理 IJを組み合わせて受験できないことを大変に危慢してい
ます。

受験科目として提供される 6科目のうち、少なくとも「榔星 IJ、「化
学IJ. r生物 lJ、「地学 IJの 4科目から任意の組み合わせで 2科目
ないしは 3科目を受験できる制度に改変することを強〈要望します。

3. 大学入試センタ一理事長への要望書提出
2∞4年6月 18日に連絡会長とr: l :也学教育」委員会世話人が大学
入試センター・荒川正昭理事長と面談し、要望書を提出するとともに
センター入試をめぐる状況について意見交換した。面談結果と印象
は以下のようであった。
- 個別学会からでなく、 20学会連名の要望は、大きなカであると受
け取られたようである。
・平成 18年度のセンター試験はすでに要項が発表されており変更
は締里であるが、平成 19年度以降実路分に関しては検討の余1也
がある。入試センターとしても、各大学にセンター鼠験を利用して
(満足して)もらうことか遣要であるとのこと。

今後、関連機関( 対端、国大協等) へも要望書を提出する予定で
あるが、提出先等について検討する。

[4] 2004 年度地球惑星科学関連学会連絡会( 拡大
会議) 議事録( 案)

日時:2(ね4年5月 138(木)16却 -18:却
場所: 幕張メッセ国際会議場 3F301A室
出席者満宮秀雄( 日本測地学会) 、岡元太郎( 日本地震学会) 、大村
普j台( 漣嘗機構) 、期捜史( 日; 本第四紀学会) 、鍵裕之( 日本地球化
学会) 、加旗照之( 日本測地学会) 、金子隆之( 臼本火山学会) 、木多
紀子( 日本地球化学会) 、木下正高( IU G G 組織委員会) 、栗林貴弘
( 日本岩石鉱物鉱床学会) 、近藤昭彦( 水文・水資源学会) 、佐藤キヱ
子( 日本陸水学会) 、宋永弘( 日本応用地質学会) 、高精幸弘( 制措置
磁気・地球惑墨画学会) 、国近英一( 日本惑星科学会) 、繍部一成( 日
本古生物学会) 、坪井誠笥( 運営機構) 、中井仁( 地球電磁気・地球感
星圏学会) 、中村正人( 運営機構) 、根本泰雄( 日本地震学会) 、浜野
洋三( 運営機構) 、原辰彦( 運営機構) 、日比谷紀之( 日本海洋学会) 、
平原和朗( 日本地震学会) 、藤井良一( 地球電磁気・地球惑星園学
会) 、諸井孝文( 日本地震学会) 、山野誠( 日本地震学会) 、山本鋼志
( 日: 本地球化学会) 、払本尚義( 日本鉱物学会) 、綿回辰吾( 運営機
構) 、渡辺秀文( 日本火山学会) 、渡辺寧( 資源地質学会)
以上 32名
配付資料:
1. 議事次第
2. 地球惑星関連学会2側年合同大会の概要
3 地球惑星科学関連学会連絡会内鏡、地球惑星科学関連学会合
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聞大会運営要綱、地球惑星科学関連学会合同大会運営機構規約 員会で作成し、各学会で早急に検討して、賛同が得られた学会の
4. 第 23回国際測地学・地球物理学護会制3年総会報告 代表者の連名で提出する、という形で進めることになった。
5. 第 13回ゴールドシュミット国際会議報告 (3) 理数系学会教育問題連絡会( 現在は数学系、物理系、化学系、
6. r地学教育」委員会活動報告 生物系の学会から構成されている) に、地学系学会を代表する形
7. 特別公開セッション「新しい地学教育の試み」講演要旨集 で連絡会から委員を派賞することが提案され、蒋恋された。
議事 (4) 2(肪年合同大会においても「地学教育JIこ関する特別公開セッシ
1. 前回識事録の承認( 連絡会会長: 平原) ヨンあるいはユニオンセッションを開催し、小~ 高・大( 専門課程以
第 28困地球惑星科学関連学会連絡会( 加3年 9月 24日開催) 識 外) において地学系分野で教えるべきことについて議論したい、と
事録について、案の通り承認された。 の要望が出された。

2.1UGG20回報告( lU G G組織委員会: 木下) 6. 2∞4年合同大会報告( 運営機構: 浜野、中村)
(1) 共催・協賛 20学会、後嬢42団体のもとで開催され、投稿数2021

会から会計報告があった。 件は前年の 1857 件を上回った。参加登録人数は少U 普え、展示
北海道、札幌市からの補助金等を含めて、収支を均衡させること ブースを見る人も前年に比べて1脚していた。
ができた。平成10年- 1 5年に各学会から受けた支援金は返却した。( の登録人数、投稿数ともほぼ予測通りであった結果として、単年度
現在、会議の報告書を作成中である。 では約抑万円の赤字になる見込みである。これは主に、従東軍

営作業の犬部分を業者(JCOM)に請け負わせていたものを、ソフ
3. Goldschmidt 2∞3報告( 地球化学会: 鍵) トのシステム開発以外の部分を事務局に移したため、その移行に
2∞3年9 月lこくらしき作陽大学において開催された、第 13回ゴー 費用を襲したことによる。今後も事務局の増強を図りたいと考えて
ルドシュミット国際会議( 印刷schmidt2∞3)について報告があった。 おり、参加人数の増加が見込めない場合には、登録料を値上げ
ゴールドシュミット会議としては、初めて欧米以外で開催されたも することを検討している。
ので、予想よりも多い参加者(1170 名) があった。報告書ができてお (3) 質疑
り、「地球化学J誌に掲載予定である。 ・口頭発表会場が参加人数に比べて狭すぎたセッションが多かっ

たのではないか
4. 特別公開セッション報告( 根本) ・閣僚会議場の部屋はすべて使用しており、さらに参加人数が増
2004 年合間大会で行われた特別公開セッション「新しい地学教育 えるようであれば、隣接する建物の部屋を借りることになる。セツ
の試み一地球惑星科学から『高樹也学』へーJIこついて、コンビーナ ションごとの参加人数の読み遣いによる場合もあるので、今年の
から報告があった。 結果をみながら調整したい。
レギュラーセッション「地学教育Jとともに大会初日の日曜日に開催 ( ゆ今後、アウトリーチ活動( 特別公開セッション、一般向けのセッシ
し、非常に活発な議論が行われた。一般( 学会員以外) の参加者は ヨン等) をどのように行っていくかについて、運営機構に意見を寄
前年( 月曜日開催) と同穏度であったが、学会所属の教員Iま日曜日 せてもらいたい。
開催によって参加しやすかったの

7.2∞5年合同大会について( 運営機構: 浜野)
5. r地学教育j委員会( 中井、根本、大村) 2∞5年5月22日の還を予定しているが、初日を白曜日とするか月
(1) 21∞3年に連絡会の下部組織として設置された「地学教育J委員会 曜日とするかは来定である。
の活動状況について、第 1図ミーティング(21∞3年 5月初旬) 、第
2図ミーティング(2脳年5月9 B )の議事録( 案) にjわて報告が 8. 合同大会の運営について( 運営機構浜野)
行われた。まだ委員を出していない学会に対して、協力の要請が (1) 地球惑星科学関連学会連絡会肉親
あった。 連絡会の組織と運営について、現状を成文化した「内規Jが提案さ

れ、承認された。
けについて、合聞大会共催・協賛学会長の連名で、文部科学省等 ( め地球惑星科学関連学会合聞大会運営要綱
に対して要望書を出すことが提案された( 提案の経緯と内容につ 合同大会の運営方法について、現状を成文化した「運営要綱」が
いては、別稿を参照) 。理科の他分野( 物理、化学、生物) におけ 提案され、承認された。
る対応状況、提出すべき時期等についての質疑の後、連名で要 (3) 地球感星科学院連学会合同大会運営機構規約
望書を提出することが京認された。要望書の文案を「地学教育」委 運営機構の組織等について定めた「規約」が、現状に合わせてー
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部改訂されたことが報告された。 1つ( あるいは2つ) に絞っていく必要があると考えられる。
9. その他 * 地学教育問題への対応については、地球惑星科学金体としての
(1) 連絡会幹事会 窓口を設け、対応、提言していくことが必要とされる。
次期の連絡会幹事会の構成員が、肉規に基づいて以下の通り選
任された。 2 地球惑星科学のコミュ二ティー全体として対外的( 閣内及び国際)
会長: 渡辺秀文(日本火山学会、新任)。 に対応できる窓口組織を創設することについて合意が得られた。
庶務渉外担当幹事: 山野滋( 日本地震学会、留任入金子隆之( 臼 (補足事項)
本火山学会、幸m壬) * 本組織は既存の各学会と共存する組織である。参加各学会にお

会計幹事: 津田敏隆( 日本気象学会、留任) 、日比谷紀之( 日本海 いては、それそ. れ地球惑星科学以外のさまざまな分野もカバーし
洋学会、新任) ていることに配慮し、「地球惑星科学」に関係した一部の機能( 主

ニュースレタ→毘当幹事: 諸井孝文( 日本地震学会、留任) として外交機能) に限定して本組織に委託するものと考えられる。
ω次回連絡会会合の日程
2C削年9月頃に行う予定とする。

[5] 連携のあり方に関する検討ワーキングゲルー
プ第1回会合報告

日時:平成16年6月19日(土)13:30-17:15
場所: 東京大学地震研究所第2会議室
出席者晴利略)
日比谷紀之( 日本海洋学会) 、中川光弘( 日本火山学会) 、近藤組彦
( 水文・水資源学会) 、本山秀明( 日本雪氷学会) 、小寺浩二( 日本陸

義守( 地球電磁気・地球惑星図学会) 、加議照之( 日本渓1地学会) 、回
近英一( 日本惑星科学会) 、鈴木啓助( 日本水文科学会) 、川幡穂高
( 日本地球化学会) 、村上陸( 日本鉱物学会) 、奥村晃史( 日本第四紀
学会) 、木村学( 日本地質学会) 、丸井教尚( 日本地下水学会) 、渡辺
秀文( 地球惑星科学臨書学会港絡会) 、松浦充宏( 地球物理学研連) 、
河野長(IUGG)、浜野洋三( 合同大会運営機構、W G取りまとめ)
配布資料
1 ワーキンググループメンバー表
2 地球脚霊学関連学会学会長等懇談会関連資料
3 日本学術会議関連資料
4 合同大会、連絡会関連資料
事項
1 本ワーキンググループの目的についての認識を共有するため、
地球物理学関連学会学会長等懇談会での議論を踏まえ、地球惑
星科学関連学会合同大会と同運営機構のこれまでの実績、日本
学術会議の改組に向けた動向、地学教育問題に関する離命、及
び総合科学按術会議における地球惑星科学の現在の位置付け等
について、情報交換、離命、検討を行った。
(補足事項)
* 新しい日本学. f . I l 檎議において、物理・化学等の分野と平等に発
言するには、地球惑星本陣! に関連している多数の学会の窓口を、

3 この組織案作りについては、本ワーキンググループで作成した
具体案を各関連学会に提示し、各学会からのご意見を頂くという
プロセスを繰り返すことにより、進めていくことを確認した。

4 その第1段階として、本組織の満たすべき要件について、下記の
案を作成し、学会長等懇談会及び各関連学会に提示し、各学会か
らのご意見を頂くこととした。

組織要件
(1 )本組織は、 1)思及協土会からの地球惑星科学コミュニティーへ
の諸要舗の窓口になるとともに、コミュニティーの意見を集約し、
それを外に向かって発信/ 公開していく機能のf也、 2)地縁惑皇
科学に関わる国際学協会や国際プロジヱクト等への対応する機
能、 3)地球惑星科学に関わる研究成果の発表と情報交換のため
合同大会を開催する機能、及び4)地学教育等の地球惑星科学コ
ミュニティー共通の問題の検討を行う機能を持つ。
(2)上記の各機能を実現するために、関連学会からの代表者をメン

委員会組織を持つ。
・合同大会を企画運営する委員会: 地球惑星科学に関わる研究成
果の発表と情報交換のために、地球惑星科学合同大会を主催す
る。
・広報活動を行う委員会: ニュースレターやホームページ等により
地球惑星科学コミュニティー及び社会一般への広報活動を行う。
. 関連学術誌に関わる委員会: 地球惑星科学に関連した成果の学
術誌による発信を行う。
- 地学教育問題を検討する委員会: 地学( 地球惑星科学) 教育の在
り方について検討し提言を行う。
(補足事項)
* 日本学術会議での学協会の認知要件、今後のタイムスケフュー
ルについては、可能な限り早急に情報収集を柄。
* 本紹織が対象とする会員数! 立、各参加学会の会員数、合同大会
への個人登録者数等から、「地球惑星科学」に関わる研究者とし
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て約1万人を想定している。
[6] アジア・大洋州地球科学会(AOGS)第 1四年会
が開催されました

A O G Sとlま?

佐竹儲台( 産業技術総合研究所)

Asia O c田 nia Geosciences Societyとして、シンガポール政糊こ団
体登音量されています。アジア・大洋州地域において地球科学関係の
学会を組織し、年会を開催、将来的にはジャーナルも出そう、という
動きは数年前に始まりました。そして、記念すべき第 1 図年会がこ
の 7 F l にシンガポールで開かれ、役員なども正式に決まりました。

第 1回年会が開催されました
2(ゆ4年7月5-9日にシンガポールの S間協c会議場で第 1四年
会が開催されました。今回は、A円-fN(As陥 Pacific Ass∞取tion of 
Hy'的I ogy and Water Resωrces)の第2回年会と合同で行われました。
A O G S へ登録した参加者! ま約 7ω名ですが、AP H W や公開講買へ
の参加者も含めると 10∞名を越えました。登録参加者は大まかに
奮って、日本から4分の 1、中国・インドからB分の 1ずつ、他のアジ
ア・大洋州の園・地域から 4分の 1、残りの 4分の 1 (まヨーロッパや
南北アメリカからでした。
A O G Sでは約1∞のセ吋伺ンカ場諒され、合計で約9∞件の発表
がありました。また、上回節也氏(東海大学)、R o bert E  Dickinson氏
(AGU前会長)、P蜘 r F油剛氏( 独'EGU会齢、 Robe比P Lin氏(米)
の 4 氏が特別購買をされたほか、日置牽介氏( 北大) 、余悶成男氏
(京大)をはじめとする 7名の方による一般向けの公開講演もありま
した。
中国からは科学院の腕士(A切 demic蜘)が 10 名、イント添伴技術
庁からも行政官が 3名視察に訪れるなど、A O G Sの今後に期待して
いる様子が伺えました。また、アジア首大洋州で初の紺蝿的な学会と
して、アメリカのS cience誌にも紹介されました(2(削年7月2日号、
28ページ).  

役員も選出されました
学会中に総会及びセクションごとのビジネス・ミ- T ィングも開催さ
れ、役員(CωncilMember官) が以下の通り選出されました。

会長なP問 sident:)W 咋 ;;u聞紙台湾国立中央大学)
面接:li(Vide P問 sid開。W.lanんぬぽニユ} ジーラン同
庶菰&σ説明) 佐竹健治( 産業技術総合研究所)
会宮沢T閣 sl開けS hie-Yui Liong(シンガポール国立大学。
Hydrol噸calSci<聞ω剥 S)p問地同Yong -判制Y倒 1(韓国高麗大学)
O c関 ns and A1 mosphe叫AO) president Satish R  Shetye (インド国立海
洋研究所)
Pla憎加y ScienceCPS) president 粛藤義文( 宇宙航窓研究開発機構)

Solid Earth(SE) president Yurね iCherぜ中国地震局地球物理研究冊
SoIarT.町restr阻I(ST) president Iver Cairns (豪シドニーた学)
第 2四年会へ向けて
A O G S の第 2回年会は同じくシンガポール Sunt郎会議場で2∞5
年 6月 20-23 日に開催されます(2(獅年も同会場で 7月 10-14
日に開催予定) 。同じ会場で間じスタッフにより会議を還欝しますの
で、第 1 図年会で明らかになった運営上の問題点は改善していく予
定です。
現在、第 2図年会のセッションを募集中です。 (9月1日締切として
いますが、それ以降でも考慮される見込み) 。今のところ、予稿の締
切は 1月末で、プログラム編成lま3月の予定です。詳細については
A O G Sのウエブサイトで醐寺お知らせします。
積極的なセッション提案をお待ちしております。特にアジア・大洋
州地域の国際共問研究プロジェクトをお持ちの方は、その打ち合わ
せや成果発表の場として、 A O G S年会の利用をご捕すください.

積極的な参加をお待ちしております
第 1 聞の年会は、参加者の内訳からもわかるように、特定の園が
過半数を占めるということがなく、真に国際的な学会でした。A G U な
どに比べると比較的に発表数が少ないので、口頭・ポスター発表の
希望が通りやすいです。従って大学院生や若手研究者でも口頭発
表ができ、よい経験を積めると思われます。また、シンガポールlま
英語が通じ、とても安全・清潔な都市であり、日本や他の固からの
参加者に好評でした。
アジア・大洋州地域lま世界最大の人口を持ち、急速に発展中です。
また、地域特有の地球科学的課題が多い一方、地域内の格差( 経
済・科学) が大きいなどの特徴があります。このような1也j裁では、ア
ジア・允ネ州の科学者による、アジア・大洋州の科学者のための国
際的な学会が必要であると考えます。
A O G S は研究者個人から成り立つ組織で、メンバーは国や地域あ
るいは学会を代表するものではありません。年会に参加して登録料
を払った方|玄、その後 3 年間は自動的に会員となります。ただ、
A O G Sの広報・宣伝のためには各学会のご協力が不可欠ですし、年
会についても学会との共催・後擬Iま大歓迎です.
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んG O Sに欄する全ての情報は、以下のウエブサイトにあります。
同tpゾ./www.asia∞伺niaorw'
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